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マイライフ・カワサキ
☆第２火曜日予定

れいんぼう川崎で行います

お問合せはロンド・和田まで

はいきんぐくらぶずんずん

日曜日に開催予定
☆多摩川を歩く会です。障害のある方
もない方も、みんな楽しく歩いていま
す。サポーター募集中！
　代表：桑原由起子　

　副代表　渡辺百合子・三浦ルイ子

　お問合せはロンド・福田まで
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みんなの伝言板
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え
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医
療
的
ケ
ア
が
あ
る
方
の
家
庭

で
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
、
ご
家
族
特

に
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
負
担
が
大
き

い
で
す
ね
。自
立
支
援
法
に
な
っ
て
か
ら
、

児
童
へ
の
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
が
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
今
は
、「
身
体
介
護
」
と

い
う
介
護
給
付
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
入
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。
こ
の
身
体
介
護
、
自

立
支
援
法
以
前
な
ら
、
ご
本
人
の
障
害
程

度
や
家
族
の
生
活
状
況
を
勘
案
し
て
、
４

〜
５
時
間
の
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
、
入
浴
○
○
分
、
食

事
に
○
○
分
と
い
う
よ
う
に
機
械
的
に
介

護
内
容
を
積
み
上
げ
て
、
派
遣
が
決
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
胃
ろ
う
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
水

分
摂
取
や
食
事
介
助
が
な
い
た
め
に
、「
身

体
介
護
」
と
い
う
時
間
の
積
み
上
げ
が
難

し
い
で
す
。（
医
療
的
ケ
ア
の
時
間
は
算

定
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　

自
立
支
援
法
の
介
護
給
付
の
中
に
、「
身

体
介
護
」
で
は
な
く
「
重
度
訪
問
看
護
」

と
い
う
支
給
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
身

体
介
護
と
か
家
事
援
助
と
か
に
分
け
る
の

で
は
な
く
、
外
出
や
見
守
り
も
含
め
て
３

時
間
以
上
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
18
歳
以
上
の
人

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
15
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
児
童
相
談
所
長
が
必
要
と
認
め

た
場
合
は
、
市
長
に
通
知
す
る
こ
と
で
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
以

前
、
16
歳
の
方
で
、
重
度
訪
問
介
護
を
週

１
回
、
１
日
７
時
間
の
支
給
が
認
め
ら
れ

た
方
が
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
が
あ
る
方
の
場
合
は
、
ヘ

ル
パ
ー
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
で
す
か

ら
、
訪
問
看
護
師
さ
ん
の
訪
問
と
時
間
を

あ
わ
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
お
母
さ
ん
は

安
心
し
て
お
出
掛
け
が
で
き
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

第３木曜日の予定です
問い合わせ先 サポートセンターロンド

豊かな地域療育を考える連絡会

市
独
自
の
支
援
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
福
祉
事
務
所
に

相
談
さ
れ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

（
本
誌
３
〜
６
頁
は
会
員
の
み
配
布
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どうするの

第３３回こどもの難病シンポジウム

どーする医療的ケアⅣ
～小さな命を守り・育む地域支援を求めて～ 

東北地方太平洋沖地震　　
　3月 11 日、川崎にいても、今まで体験したこと
のない揺れを感じしました。その後の報道を見るた
びに、被害の甚大さに驚くばかりです。この地域に
ご家族がいらっしゃる方は、居てもたってもいられ
ない思いで、日々を過ごされていることと思います。
心から、お見舞い申し上げます。
　大地震の起きた時間は、養護学校や通所の施設に
いる時間帯でした。障害のある子どもたちは、どう
しているのでしょうか。かろうじて避難できたとし
ても、その後の生活が心配です。
　今後の状況をみながら、療育ねっとわーく川崎と
して、必要とされる支援をしていきたいと思います。

＊
12
歳
〜
15

歳
の
児
童
の

場
合
は
、
地

域
生
活
支
援

事
業
に
「
障
害
児
重

度
訪
問
支
援
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
15
歳
以
下
で
、

重
度
の
方
の
支
援
を

補
う
た
め
に
、
川
崎

日時：平成２３年４月２３日（土）

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター国際交流

　　　棟国際会議室

主催：認定特定非営利活動法人難病のこども支援全国ネッ 

　　　トワーク

協力：特定非営利活動法人地域ケアさぽーと研究所

　　　医療的ケアおーぷんねっとわーく＊神奈川

参加料：無料（希望者には資料代５００円）

【開催の趣旨】

　しばしば、「医療の進歩によって、経管栄養や痰の吸引、

気管切開や人工呼吸器などいわゆる医療的ケアが必要な子ど

もたちが増えてきている」と言われてきた。ある県では、周

産期医療センターが開設されたことで県内の新生児死亡率が

全国平均以下に改善されたものの、２５００㌘以下で生まれ

る子どもの割合も全国上位になったとの報告がある。これは、

医療の進歩によって障害の重い子どもたちが増加するという

ことを証明する事例である。

　医療によって命が救われ守られてきた子どもたちが地域に

戻った時、医療的ケアが大きな壁になって立ちはだかり、命

を育むべき福祉や教育の現場でサービスが受けられなかった

り、保護者の付添が求められたりと子どもと家族は大変困難

な状況におかれている。

　第33回こどもの難病シンポジウムでは、医療的ケアの必

要な子どもたちが健やかに成長・発達できるために必要な

様々な支援の充実のあり方について学ぶ場として企画した。

【プログラム】

１．11:00 ～ 11:05 開会のあいさつ

山城雄一郎（認定ＮＰＯ法人難病のこども支援全国ネットワーク会長）

２．11:05 ～ 11:30 基調報告

「医療的ケアを必要とする子どもの生活を支える支援とそ

の課題」下川和洋（特定非営利活動法人地域ケアさぽーと研究所理事）

３．11:30 ～ 12:30（15 分× 4人）本人・保護者の発言

「医療的ケアとともに地域で生きる」

（１）横平貫志（横平明奈（脊髄性筋萎縮症（SMA）1 型 ) の父）

（２）木原久（日本二分脊椎症協会会長）

（３）岡部彩（東京純心女子大学学生）

（４）佐藤なおみ（横浜重心グループ連絡会～ぱざぱネット～副代表）

座長田中慶司（認定ＮＰＯ法人難病のこども支援全国ネットワーク顧問）

４．13:30 ～ 17:00 シンポジウム

座長飯野順子（特定非営利活動法人地域ケアさぽーと研究所理事長）

上原則子（医療的ケアおーぷんねっとわーく＊神奈川）

【本の紹介】高津養護学校の草加先生がとっても素敵な本を出版されました。
　『こころのレッスン』－あなたと私の中にある大切なもの
　知的な遅れのある人たちの行動、作品には今までに出会ったことがない「魅力」があふれています。それに
気づいたとき、本当の心が動き始めます・・・文芸社 1400 円（申し込みは、ロンドまで）　　
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今、養護学校卒後の進路先は？

通所施設（生活介護）はいっぱいです！
　現在、養護学校を卒業する子どもは毎年約 170 人程度ですが 28年度には 200 人を超えることがわ

かっています。

　そのうち生活介護を進路先とする子どもたちが一番多く、37％（60～ 70人）になっています。

　その生活介護事業（通所施設）はすでに昨年から定員を超える状況になっています。

川崎市の対策は？
【生活介護施設を中心とした施設の増設】今後の特別支援学校等卒業生の予測推移から、平成 23年度

以降、毎年80人程度の受入れ枠確保が必要になることから、長期的な卒業生の予測推移も勘案しながら、

生活介護事業所の計画的な整備を推進していきます。

　上記の計画に対して、22年度～ 26年度で生活介護を必要とする子どもたちの見込み数が下記の表

になっています。

　上記の計画は川崎市が委託事業として社会福祉法人などに「指定管理」として進めるものですが、こ

れ以外には現在、運営している通所施設の “分譲 ” として開設する場合や、新たに「指定管理」ではなく、

民設民営で開設されることもあります。

行き場の保障だけでよいのか？
　川崎市の対策だけでは、卒後の進路先は保障できない子どもたちが出るのは明らかになっています。

　すでに定員を超えた通所施設にも「何とか対応して欲しい」と川崎市からも運営法人にお願いしてい

る状況のようですが、狭いところに大勢の利用者を入れることが良いのか？仕方ないのか？受入れが可

能なところは遠く、自力、あるいは保護者が通所手段を確保しなければならないなどの問題が出てきま

す。

重度、医療的ケアの必要な利用者の対応は更に難しい
　定員を超えたところに、送迎や身体介助でスペースを必要とする重度の身体障害の利用者の確保はま

すます難しい状況になっています。

　看護師の配置も人材そのものの確保が難しい上、医療的ケアに対応できる看護師さんも少ない状況で

す。

保護者の就労保障などの対応は？
　川崎市では子どもの放課後支援として小学校までは「わくわくプラザ」。障害のある中高生の放課後

支援として「タイムケア」があります。

　しかし、通所から戻る時間は 4時から 5時頃で、それ以降のサポートは緊急対応などでは自己負担

で対応してくれる施設もありますが、“毎日 ” というわけには行かないようです。

「ふれあいサポート」を使うという手段もありますが、なかなか受けられる事業所もなく、まして “毎日 ”

ということは望めそうにありません。

　このような問題について「豊かな地域療育を考える連絡会」のなかで “ 保護者部会 ” を作っています

ので、保護者を中心に話し合いを進めています。お時間のある方は是非ご参加ください。また、意見だ

けでもお寄せくださると大変参考になりますので、よろしくお願いします。

◆「豊かな地域療育を考える連絡会」　毎月第三木曜日。9：30～ 11：45（保護者部会は 11：00～）

◆ご意見のお寄せ先　　サポートセンターロンド　FAX　044-930-0128　e-mail　yamazaki@rond.jp

まで

年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 合計
人数 168 170 187 180 176 186 215 213 210 199 1，904

年度 施設数 定員数 利用者数
サービス種類別内訳（左：定員数　右：利用者数）
生活介護 就労継続 就労移行 自立訓練

平成 21年 4月 49 1,889 1,890 1,313（1,382） 484（420） 74（61） 18（27）
平成 22年 4月 52 2006 2,025 1,422（1,489） 492（447） 74（62） 18（27）

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 合　計
整備目標数 （1） 2 1 2 2 7
定員 （30） 100 50 150 160 460

整備予定区 （幸） 多摩 麻生 幸 川崎
中原 宮前 高津

（川崎市の説明（1/20）資料）

（川崎市の説明（1/20）資料）

川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 合計
22年度（高校 3年） 7 11 4 10 10 12 6 60

実数23年度（高校 2年） 7 4 11 9 15 15 9 70
24 年度（高校 1年） 7 6 10 14 12 9 13 71
25 年度（中学 3年） 14 10 11 11 15 12 7 80

推計
26年度（中学 2年） 15 8 11 8 16 11 7 76

計 60 39 47 52 68 59 42 357 ←追加表

（川崎市の説明（1/20）資料）

毎年養護学校に入学する子どもが増えています→卒業生が増えています
　急増している理由として、川崎市の見解は、　「知的に軽度であっても社会適用に困難がある発達障害

などの増加が挙げられています。また、就労支援やその後のサポートなど特別支援学校の果たしてきた

役割が評価されていることも大きいと考えられます。一方で、地域の学校での支援を受けている児童が

特別支援学校高等部を希望するなどもその要因と考えられています」という状況です。

（川崎市の説明（1/20）資料）
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11
日
の
地
震
は
、
う
ん
十
年
間
生
き
て
き

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
だ
っ
た
。
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
不
安
に
か
ら
れ
な

が
ら
過
ご
し
て
い
た
。
自
然
の
脅
威
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
。
福
島
原
発
一
号
機
が
炉
心

溶
融
し
始
め
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
、

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
放
射
能
の
恐
ろ
し

さ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
CO2
が

で
な
い
地
球
に
や
さ
し
い
発
電
と
か
言
っ
て

い
る
人
が
い
た
っ
け
、
キ
チ
ン
と
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
て
い
る
間
は
い
い
が
、
一
度
暴
走

し
始
め
る
と
手
に
負
え
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
、
今
回
の
地
震
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
う
る
わ
け
な
の
で
、
安
全
が
保
障
さ
れ
て

い
る
発
電
に
し
て
ほ
し
い
。
反
省　

も
っ
と

節
電
に
励
ま
な
く
ち
ゃ
。　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
良
子
）

■
編
集
後
記
■
■
■

　

入
浴
後
、
夕
飯
の
時
間
。
初
日
は
お
で
ん

で
し
た
。
夕
食
作
り
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
、

私
の
食
事
介
助
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
人

も
、
も
ち
ろ
ん
初
め
て
！　

入
居
者
の
二
人

に
も
初
対
面
。
夕
飯
の
時
も
緊
張
し
っ
ぱ
な

し
。
食
べ
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
で
一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
が
、
入
居

者
の
二
人
が
歩
け
て
自
分
の
事
は
あ
る
程
度

で
き
る
と
い
う
事
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
夕

飯
も
自
力
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
ん
だ

ぁ
ー
！　

サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
ト
イ
レ

に
行
け
な
い
私
と
、
自
力
で
ト
イ
レ
も
食
事

も
出
来
る
み
ん
な
。
う
ー
ー
ー
ん
、
何
と
も

言
い
よ
う
が
無
い
複
雑
な
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。

　

夕
食
後
、
ト
イ
レ
へ
行
か
せ
て
も
ら
い
11

時
に
泊
ま
り
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
る
ま
で

は
一
人
で
す
。
不
安
が
い
っ
ぱ
い
の
中
、
部

屋
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
入
居
者
の
男

性
が
、「
何
か
あ
っ
た
ら
、
言
っ
て
ね｣

と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
と
同
時
に
、
み
ん
な
に
手
伝
っ
て
も
ら

え
ば
良
い
ん
だ
！
と
発
見
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
日
香     

                           　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

シ
ャ
ロ
ー
ム
に
戻
る
と
、
テ
レ
ビ
が
つ

い
て
い
ま
し
た
。
リ
モ
コ
ン
が
な
く
、
テ

レ
ビ
の
設
定
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

普
段
な
ら
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
み
な
い
の

で
、
ど
う
っ
て
事
な
い
の
で
す
。
で
も
、

半
端
じ
ゃ
な
い
緊
張
の
中
で
、
そ
れ
を
和

ら
げ
る
に
は
テ
レ
ビ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
つ
い
た
時
は
と
っ
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
本
当
に
テ
レ
ビ
を
借
り
て
良

か
っ
た
！　

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
で
す

が
・
・
・
・
・
・
。

　

お
風
呂
の
時
間
。
初
日
の
み
、
夕
飯
前

の
入
浴
で
す
。
入
浴
サ
ポ
ー
ト
は
お
風
呂

場
の
構
造
上
、
二
人
体
制
で
お
願
い
し
ま

し
た
。
全
く
初
め
て
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と

ご
対
面
！　

も
う
あ
ま
り
の
緊
張
度
合
い

に
、顔
は
半
分
泣
き
べ
そ
状
態
。
し
か
し
、

私
が
説
明
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
ん
だ
と

必
死
で
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
と

り
あ
え
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
介
助
方
法

を
伝
え
な
が
ら
、
何
と
か
無
事
に
入
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
一
安
心
。
初
日
と
い
う

事
で
、
本
当
は
二
人
介
助
で
す
が
、
く
え

び
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
が
様
子

を
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
落
ち

着
い
て
説
明
が
で
き
れ
ば
と
、
ち
ょ
っ
と

反
省
・
・
・
・
・
・
・
。

療ね
事務局便り

【
事
務
局
会
議
報
告
】

　

２
月
16
日
開
催　

参
加
者
16
名
（
職
員

４
名
・
理
事
２
名
・
親
10
名
）

１
、
夏
の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ョ
イ
ワ

ル
ナ
イ
ト
」

◆
笹
本
さ
ん
か
ら
詳
細
説
明
が
あ
り
ま
し

た・
日
程　

８
月
13
日
（
土
）
午
後

・
会
場　

て
く
の
川
崎
ホ
ー
ル

・
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

・
救
護
室
・
お
立
ち
台
を
準
備
す
る

　

☆
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
方
法
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

２
、
日
中
生
活
支
援
事
業
検
討
委
員
会

◆
松
澤
さ
ん
よ
り
報
告

・
２
月
７
日
に
社
会
福
祉
法
人
キ
ャ
マ

ラ
ー
ド
「
み
ど
り
の
家
」
の
見
学
に
行
っ

た
。
参
加
者
７
名

・
来
月
に
も
施
設
見
学
を
予
定
し
て
い
る

　

↑
施
設
見
学
の
報
告
を
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た

・
今
後
の
方
向
性
は
助
成
金
の
結
果
次
第

で
考
え
る

　

日
本
財
団
の
助
成
金
３
７
０
万
円
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

 

３
、
在
宅
福
祉
部
会
の
報
告

◆
和
田
さ
ん
よ
り

・
次
回
開
催
は
３
月
22
日

・
市
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
っ
て

い
る
（
も
う
〆
切
ら
れ
て
い
ま
す
）。

４
、「
ぼ
く
ら
の
夏
休
み
」
検
討
会

◆
矢
部
さ
ん
よ
り
報
告

・
親
主
催
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り
の
負

担
が
か
か
っ
て
く
る
。
ボ
ラ
募
集
の
チ
ラ

シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が

い
な
い
の
で
山
崎
さ
ん
に
協
力
依
頼
し
た

と
こ
ろ
快
諾
。

・
親
も
部
屋
を
別
に
と
っ
て
交
替
で
宿
泊

す
る
こ
と
に

・
準
備
金
と
し
て
３
０
０
０
円
ず
つ
集
金

し
た

・
第
１
回
に
参
加
し
て
前
回
来
ら
れ
な

か
っ
た
人
へ
意
思
確
認
の
手
紙
を
だ
す
こ

と
に
し
た

・
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
助
成
金

の
申
請
を
す
る
。
ふ
れ
あ
い
企
画
型
利
用

・
イ
ベ
ン
ト
考
え
中

　

次
回
事
務
局
は
、
は
３
月
16
日　

10
時

30
分
か
ら
ロ
ン
ド
和
室
に
て

　
「
ほ
っ
と
ぴ
あ
」
で
見
学
会（
松
澤
）

　

 

「
ほ
っ
と
ぴ
あ
」
見
学
会
と
し
て
、
３

月
８
日
に
横
浜
の
社
会
福
祉
法
人
訪
問
の

家
「
朋
」
へ
８
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

話
に
聞
い
て
た
人
も
、
い
な
い
人
も
「
こ

こ
、す
ご
い
」
が
参
加
メ
ン
バ
ー
の
感
想
。

到
着
し
て
目
に
し
た
の
は
、
広
い
ホ
ー
ル

の
明
る
い
窓
際
で
散
髪
中
の
男
性
二
人
。

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
と
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

色
々
な
日
中
活
動
。

　

診
療
所
あ
り
、歯
科
衛
生
士
さ
ん
あ
り
、

隣
の
中
学
と
の
交
流
あ
り
。
何
よ
り
案
内

を
し
て
下
さ
っ
た 

施
設
長
さ
ん
の
暖
か

い
人
柄
と
職
員
の
方
、
利
用
者
さ
ん
の
笑

顔
が
素
敵
で
し
た
。

　

設
備
は
た
し
か
に
大
切
で
す
が
、
や
は

り
人
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
高
３
娘
の
誕
生

日
。
本
来
３
月
１
日
に
進
路
先
決
定
連
絡

が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、 

我
が
家
だ
け
未

決
定
な
状
態
…
同
じ
重
複
障
害
で
も
娘
の

現
実
と
、
こ
の
差
は
な
ん
な
ん
だ
と
た
め

息
も
出
た
り
…

　

と
に
か
く
色
々
な
勉
強
に
な
り
、
刺
激

あ
り
、た
め
息
も
あ
り
な
一
日
で
し
た
が
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
所
へ
見
学
に
行
っ
て

み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
年
会
費
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
年
会
費
か
ら
、

金
額
等
に
つ
い
て
変
更
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
来
月
号
の

会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
郵
便
局
へ
の
振
込
な
ど
お

待
ち
下
さ
い
。

　

来
月
号
の
会
報
と
一
緒
に
、

郵
便
振
込
用
紙
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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マ
ー
チ
は“

開
所
の
集
い”

を
迎
え
る

に
い
た
り
ま
し
た
！
！ 
笑
い
あ
り
、
怒

り
あ
り
、
涙
あ
り
と
、
様
々
な
紆
余
曲
折

を
経
て
き
ま
し
た
。

　

思
え
ば
長
か
っ
た
よ
う
な
短
か
っ
た
よ

う
な
。こ
れ
ま
で
の
全
て
が
凝
縮
さ
れ
る
、

そ
ん
な
め
で
た
い
日
が
と
う
と
う
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

当
日
朝
。
こ
こ
最
近
の
微
妙
な
天
気
は

ど
こ
へ
や
ら
、
最
高
の
晴
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
10
時
前
に
は
入
居
者
・
ご
家
族
が

そ
ろ
っ
た
の
で
、
マ
ー
チ
前
で
各
ご
家
族

ご
と
と
全
員
で
の
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
写
真
は
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
本
当
に
良
い
笑
顔

で
、
こ
の
日
が
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
日
な

の
か
、
し
み
じ
み
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
も
お
客
さ
ん
は
増
え
、（
ヤ
バ

イ
、
入
り
き
る
か
な
…
）
と
い
う
あ
り
が

た
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
先
生
・
各
地
域
の
通
所
や
ホ
ー

ム
関
係
者
・
担
当
ド
ク
タ
ー
・
理
事
・
ロ

ン
ド
の
社
会
保
険
労
務
士
さ
ん
・
ロ
ン
ド

職
員
。
た
く
さ
ん
の
方
が
関
心
を
寄
せ
て

下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

10
時
30
分　

開
式
の
言
葉

　

ま
ず
は
療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎
理

事
長
の
江
川
先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
障
害
者
が
地
域
で
生
き
て
い
く
上

で
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
い
う
形
は
望
ま
し
い

こ
と
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
励
み
に
な
る
お

言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
が
『
マ
ー
チ
室
長
』
と
し
て
、
僕
の

コ
メ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
言
葉
に

な
っ
て
い
た
か
あ
や
し
い
の
で
、
実
際
に

言
っ
た
こ
と
、
言
い
切
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
語
っ
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
ま
ず
、
入
居
さ
れ
る

　

ご
本
人
・
ご
家
族
に
対
し
て

　
『
ご
本
人
・
ご
家
族
の
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
未
熟
な
僕
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、「
入
居
者
を
大
事
に
す
る
」

と
い
う
一
点
は
変
わ
ら
ず
に
守
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
日
こ
の
日
を
迎
え
、
こ
れ
だ
け
の

方
々
が
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
の
を
見

て
、
マ
ー
チ
が
た
く
さ
ん
の
期
待
と
祝
福

に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

「
祝
福
さ
れ
た
出
発
」
で
あ
る
こ
と
を
み

ん
な
で
共
有
し
て
、
新
生
活
を
始
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
』

◆
み
ん
な
に
対
し
て

　
『「
４
人
の
た
め
の
」
と
い
う
発
想
で
は

次
の
ホ
ー
ム
が
で
き
、
私
た
ち
も
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
増
え
…
と
ど

ん
ど
ん
川
崎
市
内
に
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
広

が
っ
て
い
く
夢
を
僕
ら
は
見
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
温
か
い
見
守
り
と
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
澤
）

な
く
、「
４
人
か
ら
始
ま
る
」
ケ
ア
ホ
ー

ム
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
初

は
４
人
で
あ
っ
て
も
、体
験
利
用
が
あ
り
、

室
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
お
話
し
を
聞

き
、
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
吹
き
出
し
て
感

極
ま
り
ま
し
た
。

　

素
敵
な
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
全
員
で

歌
っ
た
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
が
大
好
き
な

歌
、「
こ
ん
な
こ
い
る
か
な
」

〝
ず
っ
と
ね　

ず
っ
と
ね　

ず
っ
と
お
と

も
だ
ち
〞「
幸
せ
の
青
い
鳥
」〝
よ
う
こ
そ

ケ
ア
ホ
ー
ム
マ
ー
チ
が

開
所
し
ま
し
た
★
２
０
１
１
年
３
月
６
日�
日
�
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こ
こ
へ　

ク
ッ
ク
ク
ッ
ク
〞　
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」〝
涙
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
〞

　
「
あ
り
が
と
う
」〝
つ
な
が
れ
た
右
手
は

誰
よ
り
も
優
し
く　

ほ
ら
こ
の
声
を
受
け

止
め
て
い
る
〞「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

…
何
気
な
く
う
た
っ
て
い
た
歌
も
一
言
一

言
が
胸
に
響
い
て
き
ま
し
た
。

　

生
活
リ
ズ
ム
・
環
境
が
変
わ
る
と
発
作

を
起
こ
し
、
体
調
が
崩
れ
て
、
何
と
か
一

日
が
無
事
に
終
わ
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い

の
私
た
ち
家
族
を
ロ
ン
ド
の
み
な
さ
ま
は

丸
ご
と
受
け
と
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ロ

ン
ド
の
歴
史
は
私
た
ち
の
歴
史
で
す
。

もうひとつのケアホーム「るまさや」（熊野）

　３月には、ケアホーム「マーチ」がついにオープ
ンしました。で、もうひとつのケアホームが５月末、
生田にオープン予定なのをご存知ですか？　名前は
「るまさや」。インドネシア語で、「私の家」という
いみです。女性４名でスタートします。療育ねっと
わーくの会員である親３名が、江川先生に背中を押
され、身体障害者のケアホームの実現に向け、動き
始めて早４年。一月に地鎮祭を済ませ、基礎工事が
始まっています。何とか建物はできそうでやっとこ
こまで来たというのが実感です。とはいえ、世話人
も、スタッフも、新しい通所先も決まっていない状
況で、不安はいっぱい、心配は尽きません。大丈夫
かなあ。でもここまできたんです。進むしかありま
せん。ボランティアでもパートでも、お手伝いして
下さる方、関わって下さる方を捜しています。どう
ぞよろしくお願いします。
　同じ身体のケアホーム同士、マーチとは連携を
取っていきたいと考えています。昨年は、補助金の
件で、マーチの石澤さん、山縣さんと一緒に市役所
に行きました。今後とも協力し合い「といっても、
無知な私たちは、教えていただくばかりですが…」
第２のマーチ、第２のるまさやを目指していきたい
ものです。応援よろしくお願いします。
　なお、るまさやの定員は六名、四名ではじめて順
次増やしていく予定です。興味のある方は声を掛け
て下さいね。

◆
開
所
の
集
い
に
参
加
し
て

入
居
者
の
ご
家
族　

勝
村
さ
ん

　

窓
か
ら
温
か
い
光
が
差
し
込

み
、
明
る
い
お
部
屋
が
新
築
の
香

り
を
漂
わ
せ
て
、
私
た
ち
を
や
さ

し
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
ピ
カ
ピ
カ

の
ケ
ア
ホ
ー
ム
マ
ー
チ
で
の
開
所

式
。
感
動
の
い
一
日
で
し
た
。

　

入
学
式
・
卒
業
式
・
成
人
式
が
過
ぎ
、

あ
れ
か
ら
再
び
人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
後
５
カ
月
で
発
病
し
、
23
年
間
余
り

ず
う
っ
と
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
主
治

医
の
先
生
、
看
護
師
の
み
な
さ
ま
も
お
祝

い
に
か
け
つ
け
て
下
さ
り
、
感
謝
の
気
持

ち
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

養
護
学
校
の
担
任
だ
っ
た
先
生
が
、
校

舎
に
入
れ
な
く
何
時
間
も
一
緒
に
周
り
を

歩
き
、
少
し
ず
つ
校
舎
に
、
そ
し
て
教

　

何
年
か
か
け
て
、
毎
月
ロ
ン
ド
に
お
泊

ま
り
し
、
今
で
は
毎
週
土
曜
ク
ラ
ブ
に
行

く
の
も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
入
浴
介
護
に

来
て
下
さ
る
の
も
、
心
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
様
子
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

人
が
恐
か
っ
た
子
が
、
人
が
好
き
な
青

年
に
変
わ
っ
て
い
く
姿
に
、
温
か
な｢

つ

な
が
り｣

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
マ
ー
チ
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ま
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
て
頂

き
、
親
亡
き
後
も
、
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
ず
っ
と
笑
顔
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。


